
犬
江
匡
房
の
談
話
を
筆
録
し
た
る
も
の
な
り
。

群
書
類
従
に
牧
め
た
る
も
の
も
六
容
に
で
、
倉
敷
も
あ
へ
り
。

そ
の

居

宅

抄

五五

こ
れ
も
、
今
惇
は
ら
ね
ば
詳
な
ら
や
。
皇
居
抄
と
あ
る
に
よ
れ
は
、
内
裏
の
紫
寝
殿
、
清
涼
殿
以
下
の
殿
舎
等
を
録
し

‘
た
る
も
の
な
る
べ
し
。

居

宅

抄

巻

今
俸
は
ら
ね
ば
詳
な
ら
子
。
大
臣
、
公
卿
な
E
の
第
宅
の
有
援
な
E
を
記
し
た
る
も
の
か
。
母
屋
、
封
屋
、
中
門
等
を
詑

明
し
た
る
も
の
に
や
。

九

雑

抄

江
さ決
叫に

-L  
ノ、

巻

江
匡
房

篇
目
は
左
の
如
し
。

第
一
会
事
揺
路
事

備
制
事

第
二
雑
事

第
三
雑
事

第
四

第
五
詩
事

第
六
長
'
何
事

各
候
項
の
始
に
、
或
は
「
被
命
云
、
」
「
又
被
命
云
、
L
「
被
談
云
、
」
「
叉
被
談
云
、

h
談
云
、
」
な
ど
記
し
、
「
帥
股
被
仰
云
、
」
「
都

菅
又
云
、
」
巻
五
「
江
都
督
云
、
」
谷
六
な
ど
記
し
た
る
と
こ
ろ
あ

b
e
帥
は
匡
房
の
官
太
宰
帥
に
し
て
、
都
督
は
そ
の
唐
名
な

り
。
ま
た
「
故
右
大
排
時
範
談
云
、
」
径
二
「
経
信
卿
常
被
示
日
、
」
径
一
「
故
帥
大
納
言
常
談
云
に
空
弓
安
仲
卿
日
、
」
会
三
「
入

遺
資
仲
帥
談
目
、
」
径
一
「
故
小
野
宮
右
、
大
臣
諾
云
、
」
谷
一
一
「
戸
部
卿
日
、
勝
一
一
一
「
治
部
卿
伊
房
談
日
、
」
鶴
一
一
一
「
潟
仲
云
、
」
谷
ニ
「
故

橘
工
部
孝
親
被
語
云
、
」
品
世
間
「
大
附
守
清
原
魚
信
云
、
」
谷
四
「
又
被
命
云
、
資
仲
談
日
、
」
空
一
「
或
人
語
日
、
」
品
位
一
「
故
老
云
)
」

「
古
人
云
、
」
念
四
「
故
老
停
云
、
」
「
惇
聞
」
品
世
間
な
E
記
し
た
る
と
こ
ろ
あ
り
。
蓋
し
匡
房
が
、
是
等
の
人
々
よ
り
聴
き
た
る

江

談

主
五
三



記

談

五
五
四

ま
、
を
語
り
た
る
も
の
な
り
。
こ
の
外
問
答
の
慢
な
る
と
こ
ろ
頗
る
多
(
、
「
又
問
云
云
之
被
命
云
云
ご
径
一
「
問
云
云
身
、

帥
答
云
、
」
各
五
「
僕
問
云
云
々
、
又
江
都
督
被
笑
云
々
、
・
」
谷
四
な
ど
の
類
あ
り
。
予
と
い
ひ
、
僕
と
記
し
た
る
は
、
筆
録
し
た

る
人
な
り
。
多
〈
は
一
問
一
答
な
れ
ど
、
中
に
は
寸
又
被
命
云
云
身
、
僕
答
日
一
宮
一
々
」
「
俣
問
云
身
、
帥
被
答
云
云
々
」
の
如
き
類

も
見
え
た
り
。

こ
の
書
は
、
匡
房
の
談
話
を
筆
録
し
た
る
も
の
な
る
事
は
、
土
に
掲
げ
た
る
が
却
〈
明
な
れ
ど
、
こ
れ
を
筆
録
し
た
る

は
、
い
か
な
る
人
か
、
こ
の
一
番
の
中
に
は
徴
す
ぺ
き
も
の
な
〈
、
た
-
Y

今
鏡
敷
島
の
う
ち
き
L

に
、
高
葉
集
の
長
歌
に
、
鷺
の
か
ひ
こ
の
中
の
ほ

ι、
ぎ
す
な
ど
い
ひ
て
、
こ
の
事
に
侍
る

な
る
を
、
い
と
興
あ
る
事
に
も
侍
な
る
か
な
、
蔵
人
質
乗
と
き
こ
え
し
人
の
、
匡
一
局
の
中
納
言
の
物
語
に
か
げ
る
文

a

に
も
、
中
ご
ろ
の
入
、
こ
の
事
見
あ
ら
は
し
た
る
事
な
E
か
き
て
侍
る
と
於
や
、
一

と
見
え
た

b
。
こ
の
鷺
の
か
ひ
こ
の
中
の
時
鳥
の
話
は
、
と
の
書
巻
三
「
郭
公
魚
常
子
事
」
の
項
に
の
せ
た
れ
ば
、
こ
れ
に

よ
hJ
て
、
蔵
人
質
震
の
筆
録
し
た
る
も
の
な
る
事
を
知
る
ぺ
し
。

賞
品
品
は
、
大
皐
頭
蕗
原
季
綱
の
子
に
て
、
少
納
言
遇
憲
の
父
な

b
。
隼
卑
亦
肱
に
、
「
買
業
、
文
、
減
、
進
士
、
天
永
三
四
於

侍
中
卒
、
時
廿
八
、
」
と
見
え
、
中
右
記
に
、
「
件
人
頗
有
才
智
、
一
見
一
間
之
事
不
忘
却
、
白
才
謹
超
年
曲
、
」
と
記
せ

b
。

こ
の
書
を
筆
録
し
た
る
は
、
明
な
ら
ね
E
、
各
四
「
和
風
践
扇
恐
吹
者
」
の
僚
に
、
「
此
詩
天
仁
三
年
事
也
」
と
あ
h
J
O

天

仁
二
年
は
匡
房
の
亮
じ
た
る
天
永
二
年
よ

b
二
年
前
に
し
て
、
賞
品
品
の
残
し
た
る
年
よ

b
三
年
前
な

b
。
な
ほ

中
右
記
に
は
、
嘉
承
一
‘
一
年
三
月
品
川
目
、
或
人
談
云
、
江
帥
匡
房
、
比
雨
三
年
行
歩
不
相
叶
、
何
不
出
仕
、
只
毎
人
衆
逢
、

記
録
世
間
雑
事
之
問
、
或
多
僻
事
、
或
多
人
上
、
偏
筆
端
記
世
事
1

尤
不
便
欺
、
不
見
知
暗
以
記
之
、
狼
籍
無
極
云
々
、

大
儒
所
魚
、
世
以
不
甘
心
敗
、
九
月
廿
九
日
、
九
件
卿
依
所
持
、
此
雨
三
年
来
、
暗
記
録
世
間
事
1

或
有
僻
事
、
或
虚
言
、

魚
末
代
誠
不
足
言
也
、

と
あ
る
に
よ
れ
ば
、
別
に
匡
房
の
執
筆
し
た
る
も
の
あ
る
が
如
し
。
同
書
天
永
二
年
十
一
月
五
日
匡
房
菟
去
の
僚
に
、
「
或
・

人
云
、
申
時
出
家
、
次
焼
老
後
之
同
日
記
了
、
入
夜
菟
云
々
」
と
記
せ
り
。
蓋
し
「
老
後
之
同
日
記
」
は
'
1

「
記
録
世
間
雑
事
」

と
あ
る
も
の
に
し
て
、
焼
棄
し
た
る
が
如
し
。
賞
品
胤
の
筆
録
し
た
る
も
の
は
、
長
治
、
嘉
承
以
後
、
匡
房
の
行
歩
か
な
は

5

り
し
程
な
る
ぺ
し
。

こ
の
書
の
古
寝
本
の
中
、
最
も
古
き
は
、
醍
醐
寺
所
蔵
に
し
て
一
審
ゐ

b
。
そ
の
外
前
田
侯
爵
家
所
蔵
一
巻
、
三
候
西

伯
爵
家
所
蔵
ニ
巻
、
一
柳
田
喜
一
郎
氏
所
蔵
一
定
ゐ
り
。

こ
の
中
、
群
書
類
従
に
牧
め
た
る
も
の
と
同
じ
き
は
、
三
候
西
本

の
み
。
印
ち
巻
一
公
事
、
揺
闘
事
、
偽
神
事
審
ニ
雑
事
に
し
て
、
類
従
本
と
大
差
な
〈
、

奥
書
に
、
明
臆
元
年
商
下
静
、
以
俊
遁
朝
臣
之
本
寓
之
、

と
あ
か
。
准
三
宮
は
九
僚
政
基
な
り
。
醍
醐
寺
本
は
、
題
築
に
、
「
水
言
抄
四
五
」
と
見
え
、
右
の
下
に
、
「
勤
息
勝
賢
之
」
と

准
三
宮
(
華
押
)

記
せ
り
。
水
言
は
、
江
談
の
偏
を
と
り
た
る
も
の
な
力
。
巻
首
に
裏
目
百
四
十
を
掲
炉
、
一
次
じ
寸
江
談
抄
第
四
五
」
と
し
て
、

円
類
菜
園
史
宜
十
九
安
康
天
皇
三
年
云
々
」
の
文
一
替
市
ゐ
b
J
J
次
に
「
江
都
督
言
談
」
と
し
て
、
匡
房
提
惑
精
た
る
事
以
下

江

談

五
五
包



江

談

五
五
六

の
本
文
を
記
し
た
り
。

奥
書
に
、
建
久
九
年
正
月
二
日
、
於
上
醍
醐
畳
洞
院
閑
居
之
問
、
念
諦
龍
経
之
降
、
加
一
見
了
、
同
事
所
々
多
載
之
如

何

沙
問
成
賢
、

泌
都
・
脅
A
A
M
ヘ

v

台
ふ
え
る
人
!
?
寸
仙
沼

F
d与
芸
世
間
労
党

参
失
望
台
為
ノ
人
民
話
葬

Y
必
之
霊
祭

料

HZ也
、
?
品
川
撃
ま

ptdbE吃
、
手
術

一
械
式
系
山
品

a
P
4
2
2定
t
f

w

竣み
A.
持
母
そ
‘
存
会
事

'Aι'A•• 
b
刊
〆
ぺ
什
ん
含

H

法
A

ぬ主塁手先・
v

習
を

11
・7

と
記
せ
り
。
勝
賢
は
遁
震
の
子
に
で
、
賞
品
球

‘ 

7l< 

の
孫
な
り
。
成
賢
は
躍
中
納
言
成
範
の
子
に

言

て
、
勝
賢
の
姪
な
b
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
こ
の

抄

本
は
、
勝
賢
の
所
蔵
な
り
し
が
、
建
久
七
年
、

〈泉所守醐醍)

勝
賢
示
寂
の
後
二
年
、
成
賢
の
一
一
見
し
た
る

も
の
な
り
。
か
、
れ
ば
、
こ
の
本
は
、
平
安
朝

末
期
の
も
の
に
て
、
原
本
を
距
る
事
遠
か
ら

ぎ
る
も
の
な
り
。
さ
れ

E
、
成
賢
の
奥
書
に
、

「
同
事
所
々
多
載
之
如
何
、
」
と
あ
る
が
如
く
、
重
複
し
た
る
も
の
六
候
あ
り
。
港
首
に
掲
げ
た
る
要
目
の
順
序
と
、
本
文
の

順
序
と
前
後
し
て
同
じ
か
ら
十
。

こ
の
本
は
、
大
正
十
一
年
、
固
賀
に
指
定
せ
ら
れ
、
同
十
四
年
、
古
典
保
存
舎
に
て
、
複

製
し
た
、
り
。
前
田
侯
爵
家
本
は
、
金
津
文
庫
奮
臓
に
し
て
、
廷
臆
二
年
の
具
註
暦
の
一
回
裁
に
註
し
た
b
。

奥
書
に
、
寛
元
三
年
丁
巳
七
月
十
九
日
、
於
鎌
倉
甘
組
遺
書
誌
了
、

と
あ
り
。
神
田
本
は
題
名
な
く
、
高
山
寺
の
印
あ
り
。
蓋
し
高
山
寺
塁
数
目
録
に
、
「
江
談
抄
二
容
」
と
あ
る
も
の
h

一
に

し
て
、
寛
政
十
一
年
柳
原
紀
光
が
寓
し
た
る
も
の
と
同

u
c、
一
巻
な
れ
ば
、
は
や
〈
一
審
は
亡
供
し
た
る
も
の
な

b
。こ

れ
も
鎌
倉
初
期
を
下
ら
5
る
古
寓
本
な
る
ぺ

c、
昭
和
五
年
、
古
典
保
存
合
に
て
、
こ
れ
を
複
製
し
た
り
。
類
従
本
、
及
び

水
言
抄
、
前
田
侯
爵
家
本
、
神
田
本
の
四
本
を
封
照
す
る
に
、
互
に
出
入
あ
り
て
、
健
項
の
有
無
同
じ
か
ら
今
。
本
文
に
も

亦
異
同
多
〈
、
要
目
の
み
あ
り
て
、
本
文
な
き
も
の
あ
り
。
且
つ
水
言
抄
、
前
田
侯
詩
家
本
、
神
田
本
は
、
類
従
本
の
如
〈
、

亦
類
し
た
る
も
の
に
あ
ら
今
。
ま
た
神
田
本
に
は
、
中
に
「
永
久
二
年
十
一
月
十
九
日
夜
封
口
随
口
口
事
」
と
記
し
、
ま
た

「
永
久
三
年
四
月
夜
宇
也
」
、
「
永
久
三
年
八
月
十
三
日
、
随
書
待
寓
之
、
」
な
E
記
し
た
る
と
こ
ろ
あ

b
。
永
久
三
年
は
、
質

乗
浪
後
三
年
を
経
た
れ
ば
、
蓋
し
何
人

賃
設
の
筆
録
し
た
る
も
の
に
よ
り
て
、
書
寓
し
た
る
も
の
な
る
ぺ
し
。
且
つ
巻

首
な
る
匡
房
提
惑
精
の
伎
の
如
き
は
、
水
言
抄
、
類
従
本
と
も
甚
し
く
異
同
あ
り
。
殊
に
類
従
本
の
諸
事
長
句
の
部
に
牧

め
た
る
部
門
?
の
候
項
に
は
、
詳
略
異
同
あ
る
も
の
多
し
。
比
の
如
く
互
に
異
同
あ
る
は
、
質
乗
の
筆
録
し
た
る
も
の
L

中

に
、
初
稿
再
治
の
別
あ
る
ぺ
(
、
後
轄
寓
し
た
る
際
に
異
同
を
生
じ
た
る
も
の
か
、
中
に
は
甚
し
く
異
な

b
た
る
と
こ
ろ

あ
る
に
よ
れ
ば
、
匡
房
の
談
話
を
筆
録
し
た
る
も
の
は
、
質
食
以
外
に
も
あ

b
し
も
の
、
如
し
。
水
言
抄
は
、
賃
設
の
子

孫
の
寓
し
た
る
も
の
な
れ
ば
、
賃
乗
の
筆
録
し
た
る
も
の
な
る
は
、
言
ふ
を
侯
た
ぎ
れ
ど
、
紳
田
本
の
如
き
は
、
別
人
の
筆

録
し
た
る
も
の
な
ら
ん
か
と
も
推
考
す
る
を
得
ぺ
し
。
な
ほ
除
目
抄
清
書
の
僚
に
「
江
談
申
云
、
口
倖
云
」
と
あ

b
て
、
除

目
清
書
に
闘
す
る
事
を
記
し
、
頴
官
悲
の
註
に
、
「
江
談
云
L
と
し
て
引
き
た
る
も
の
あ
り
r

河
海
抄
梅
枝
念
に
、
「
江
談
日

江

談

主
五
七
・



打

開

天
仁
二
年
八
月
日
、
向
小
一
候
亭
言
談
之
夜
、
向
日
、
仮
名
手
本
何
時
始
起
哉
、
」
と
記
し
て
、
伊
呂
波
の
起
原
に
闘
す
る
問

主
五
八

容
を
の
せ
た
る
も
の
あ
り
。
結
教
訓
抄
吠
物
、
横
笛
の
僚
に
、
「
江
談
云
」
と
し
て
、
横
笛
の
事
を
載
せ
た
る
も
の
あ
り
0

・

ま
た
貫
生
院
所
臓
の
新
奨
府
略
意
第
七
の
奥
書
に
は
、
「
江
帥
言
談
記
云
、
此
採
詩
官
部
、
白
楽
天
多
有
作
設
事
之
由
、
菅

戸
昆
カ
ぜ

丞
相
所
記
給
也
、
予
未
具
其
誤
文
、
以
自
智
又
難
決
失
」
と
記
し
た
り
。
こ
れ
等
は
、
皆
水
言
抄
以
下
の
古
寓
本
、
及
び
類
従

本
に
見
え
ざ
れ
ば
、
こ
の
外
に
も
、
保
項
あ
り
し
ゃ
}
知
る
ぺ
し
。
殊
に
水
言
抄
は
、
各
四
、
各
五
の
二
容
に
で
も
、
類
従
本
六

品
位
の
過
半
に
及
ぴ
た
り
。
各
一
、
巻
一
つ
各
三
の
三
巻
に
載
せ
た
る
も
の
の
多
き
は
、
推
測
す
る
を
得
ぺ

U
れ
ば
、
全
港
悉

江

談

抄

類

字

e

ぐ
完
備
し
た
ら
ん
に
は
彩
し
き
も
の
あ
る
ぺ
し
。
こ
の
書
の
参
考
書
は
左
の
却
し
。詳

，打
開品

一
巻

箸

者

未

今
俸
は
ら
ね
ば
詳
な
ら
や
。
山
口
先
固
氏
所
臓
に
、
打
開
集
と
題
し
た
る
古
詩
本
一
巻
ゐ
り
。
書
名
同
じ
〈
、
唯
下
に

集
の
字
を
付
し
た
れ
ば
、
こ
の
書
の
事
な
ら
ん
か
。
打
開
集
は
、
走
摩
和
命
事
よ

ao
、
世
年
寺
に
至
る
二
十
七
伎
の
偲
名

文
の
説
話
を
載
せ
た
り
。
永
保
、
長
治
、
嘉
承
、
天
永
等
の
文
書
の
紙
背
に
害
し
た
る
も
の
な
り
。
表
紙
に
「
打
開
集
肝
時

腕
図
」
と
あ
h
J
て
、
「
幸
門
築
源
之
」
と
記
し
、
書
名
の
左
傍
に
、
「
或
云
、
尺
年
入
滅
之
後
、
至
子
長
承
三
年
甲
究
、
二
千
八
十

=
一
年
也
」
等
と
記
し
、
右
傍
に
も
註
記
ゐ

b
。
こ
れ
に
よ
り
て
、
そ
の
長
承
頃
の
も
の
な
る
事
を
知
る
を
特
ぺ
し
。
但
し

下
帖
と
あ
る
に
よ
れ
ば
、
も
と
は
二
帖
、
も

し
〈
は
三
帖
あ
り
し
も
の
の
如
く
、
こ
の

目
録
に
、
一
容
と
あ
る
に
あ
は

5
れ
ば
別

の
も
の
な
る
に
や
、
こ
の
打
開
集
は
、
昭
和

二
年
、
古
典
保
存
舎
に
て
複
製
し
、
橋
本
準

吉
博
士
の
解
誌
を
付
し
た
り
。

古

事

談

六

巻

顕
乗
卿
抄

こ
れ
も
江
談
抄
と
同
じ
く
右
h
t

説
話
な

E
を
集
録
し
た
る
も
の
な
h
J
。
丹
鶴
叢
書
、

史
籍
集
覧
、
園
史
犬
系
に
牧
め
た
る
も
の

も
六
容
な
h
J
。
所
載
の
篇
目
は
左
の
如
し
，
。

第
一
一
主
主
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官
、
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節
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抱
牛
ム
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手
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第
四
勇
士

第
五
純
一
位
一
仰
早

第
六
亭
宅
諸
道

-
こ
の
書
は
、
江
談
抄
の
如
ぐ
、
談
話
を
筆
録
し
た
る
も
の
の
み
に
あ
る
ら
今
、
古
き
談
話
筆
記
を
そ
の
ま
L

と
り
た
る
も

の
あ
り
、
古
苧
乏
詩
抄
し
た
る
も
の
あ
h
J
。
各
一
知
足
院
忠
質
'F
廃
材
以
下
敷
一
僚
は
、
「
知
足
院
仰
云
」
と
あ
れ
ば
、
忠
貫

古

事

談

主
五
九



古

事

談

五
六

O

の
談
話
を
録
し
た
る
中
外
抄
、
富
家
語
談
に
よ
り
た
る
も
の
な
る
ぺ
〈
、
各
二
に
の
せ
た
る
経
信
の
北
野
吐
前
に
て
下
車

せ
，
さ
り
し
事
は
、
江
談
抄
の
文
に
よ
り
、
儀
同
三
司
配
流
の
僚
は
、
小
右
記
と
同
文
な
り
。
き
れ
ば
或
は
漢
文
に
、
或
は
仮

名
文
に
て
、
文
躍
の
一
致
せ
ぎ
る
は
、
原
書
の
ま
L

抄
録
し
た
る
が
故
な

b
。
但
し
河
海
抄
崎
蛤
巻
に
、
染
殿
后
物
怪
の

事
を
記
し
て
、
古
事
談
と
註
し
た
れ
ど
、
今
の
本
に
見
え
ぎ
れ
ば
、
今
の
本
は
完
き
も
の
に
あ
ら
ぎ
る
に
や
、
同
名
異
書
か

詳
な
ら
や
。
第
三
慣
行
の
中
に
、
「
犬
納
言
法
印
良
宴
、
建
暦
二
年
九
月
於
雲
居
寺
入
滅
」
と
見
え
、
ま
た
「
闘
東
北
保
認
小

女
町
一
倹
絶
入
し
た

b
り
れ
ば
よ
な
E
あ
る
に
よ
れ
ば
、
建
暦
二
年
以
後
に
な

b
し
も
の
な
る
事
は
明
な
り
。

著
者
頴
兼
は
、
従
三
位
源
宗
雅
の
子
に
て
、
新
勅
撰
和
歌
集
の
撰
者
な
り
。
刑
部
卿
、
従
三
位
と
な
h
ノ
、
建
暦
元
年
三
月

出
家
し
、
建
保
三
年
二
月
、
五
十
六
歳
に
て
菟
じ
た
れ
ば
、
こ
の
書
は
、
出
家
以
後
の
も
の
な
ら
ん
。

こ
の
書
に
就
い
て
は
、
野
村
八
良
博
士
の
近
古
時
代
説
話
文
皐
論
、
山
岸
徳
平
氏
の
日
本
文
皐
書
目
解
説
、
(
岩
波
詩
座

日
本
文
皐
)
に
考
説
あ
b
。
こ
の
害
の
註
梓
書
、
参
考
書
は
左
の
'
却
し
。

古

事

談

考

詮

岸

本

由

豆

流

古

事

談

孜

詮

五

同

本

保

孝

古

事

談

類

字

未

詳

者
同
事
秘
抄

巻

こ
の
書
も
今
俸
は
ら
ね
ば
詳
な
ら
や
ヲ
。
奮
事
古
事
な
ど
を
あ
つ
め
た
る
も
の
な
ら
ん
@

本

朝

事

始

二

巻

群
書
類
従
本
、
内
閣
一
本
、
図
書
官
訳
本
、
前
田
本
等
一
念
と
し
た
p
。

事
物
の
起
源
を
か
き
た
る
も
の
な
り
。

こ
の
書
も
今
は
世
に
俸
は

b
た
る
も
の
な
〈
、
唯
伊
呂
波
宇
類
抄
に
引
き
た

る
も
の
数
十
僚
と
、
河
海
抄
玉
霊
の
奉
に
引
き
た
る
も
の
一
一
保
ゐ
る
の
み
。
ま
た
通
憲
入
道
臓
番
目
録
に
、
「
一
合
第
百

十
六
躍
、
本
朝
事
始
略
抄
二
局
L
と
あ
る
に
よ
れ
ば
、
別
に
抄
略
し
た
る
も
り
一
審
ゐ
り
し
が
如
し
。
さ
れ
ど
、
略
本
も
ま

た
、
亡
映
し
て
停
は
ら
今
。
但
し
今
本
朝
事
始
と
題
し
た
る
寓
本
二
審
あ

h
。
始
に
「
捧
給
事
信
西
撰
」
と
し
て
、
皇
居
温

明
殿
、
神
宮
、
寺
院
、
菱
、
庫
、
減
、
烏
居
、
皐
枝
、
折
桂
法
等
を
の
せ
た
り
。
建
武
二
年
橘
季
茂
の
奥
書
に
、
「
右
之
本
朝
事
始

二
審
、
信
西
入
道
之
家
記
也
、
」
と
あ
り
。
さ
れ

E
伊
呂
波
宇
類
抄
、
河
海
抄
に
引
き
た
る
も
の
と
同
じ
き
も
の
に
あ
ら
子
、

且
っ
そ
の
他
に
も
、
疑
ふ
ぺ
き
事
多
か
れ
ば
、
こ
の
書
籍
目
録
、
通
憲
臓
書
目
録
な
E
に
よ
り
て
、
後
人
の
備
作
し
た
る
も

の
な
る
ぺ
し
。

警

察

秘

抄

本

朝

事

始

五
六



房

内

秘

書

秘

玉

抄

見

聞

記

五
六

房

内

秘

書

一

巻

岩
崎
文
庫
本
、
内
閣
一
本
、
図
書
祭
本
、
前
回
一
本
以
下
の
諸
本
に
段
、
乙
の
書
を
殺
せ
ぎ
る
も
の
多
〈
、
締
官
文
庫
一
本
、
一
抑
留
同

文
庫
本
に
は
、
房
内
泌
抄
と
し
た

p
。

今
俸
は
ら
ぎ
れ
ば
、
詳
な
ら
今
。

秘

玉

抄

大
外
記
師
遠
別
記

こ
の
書
も
、
今
世
に
聞
え
ざ
れ
ば
、
・
い
か
な
る
も
の
か
明
か
な
ら
や
。
但
し
「
大
外
記
師
遠
別
記
」
と
あ
る
に
よ
b
て、

書
名
と
併
せ
考
ふ
る
に
、
師
誌
の
鯨
珠
記
主
同
じ
き
も
の
な
ら
ん
か
。
鯨
珠
記
は
、
大
治
二
年
五
月
サ
六
日
、
肥
前
の
図

よ
b
、
鯨
珠
を
献
じ
た
る
に
よ

b
て
、
大
外
記
師
遼
が
、
そ
の
顛
末
を
記
録
し
た
る
も
の
な

h
。

め
た
り
。

一
港
に
て
、
諸
記
纂
に
牧

師
法
は
、
大
外
記
中
原
師
平
の
子
に
て
、
白
河
、
堀
河
、
烏
沼
、
崇
徳
の
四
代
に
仕
へ
、
大
治
五
年
、
六
十
一
歳
に
て
卒
せ

し
事
、
地
下
家
俸
に
見
え
た
り
。

見

聞

記

巻

見
聞
し
た
る
事
ど
も
を
記
し
た
る
も
の
な
る
ぺ
り
れ
E
、
今
俸
は
ら
ね
ば
詳
な
ら
?
。

十

節

録

巻

こ
れ
も
今
俸
は
ら
ね
ば
、
い
か
な
る
も
の
と
も
知
b
難
し
。
位
し
年
中
行
事
秘
抄
正
月
七
日
白
馬
、
十
五
日
献
御
粥
、

十
七
日
結
射
の
僚
に
、
「
十
節
云
」
と
記
し
た
る
も
の
あ
り
。
年
中
行
事
抄
に
は
、
「
十
節
記
云
L

と
し
て
、
五
月
五
日
節
供
、

十
二
月
迫
傑
の
僚
に
の
せ
た
り
。
こ
の
十
節
記
と
同
じ
き
も
の
か
、
こ
れ
に
類
し
た
る
も
の
に
で
、
正
月
七
日
、
十
五
日

等
、
十
節
の
事
を
記
し
た
る
も
の
な
ら
ん
か
。

ヒ

官

歩

L
ム

n附
，

i
寸

巻

こ
の
書
も
俸
は
ら
ね
ば
、
詳
な
ら
や
，
。

隠

見

聞

抄

巻

師
遠
抄

こ
れ
も
今
惇
ら
5
れ
ば
明
な
ら
子
。
蓋
し
見
聞
記
、
説
蕗
抄
な
E
L
ひ
と
し
き
も
の
に
て
、
師
還
の
著
な
れ
ば
、
会
事
に

闘
す
る
事
多
か
る
ぺ
し
。
但
し

玉
葉
に
、
元
暦
元
年
九
月
一
日
丁
亥
、
大
外
記
師
向
、
持
参
先
日
所
等
召
之
害
等
、
随
間
抄
、
並
雑
例
抄
等
也
、
説
明
酬

十

節

録

比

喰

抄

防

見

聞

抄

五
六



視

聴

抄

主主

抄

口

遊

抄

五
六
回

と
見
え
た
り
。
師
向
は
、
師
遠
の
孫
な
れ
ば
、
隠
聞
抄
と
こ
の
書
と
は
、
同

ιき
も
の
な
ら
ん
か
。

局
中
賓
の
進
外
任
奏

事
と
あ
る
僚
に
も
、
随
聞
抄
を
引
き
て
、
「
左
府
仰
云
、
正
月
元
日
節
合
、
外
任
案
不
可
必
話
云
々
L

と
あ
る
も
ま
た
、
外
記

局
に
闘
係
あ
れ
ば
同
書
な
る
べ
し
。

視

聴

抄

廿

巻

視
聴
に
鯛
れ
た
る
事
を
記
し
た
る
も
の
な
る
ぺ
け
れ
E
、
こ
れ
も
今
俸
は
ら
や
ヲ
。
但
し
畳
蹄
抄
に
、
「
視
聴
抄
云
」
と
し

て
、
主
塔
法
上
、
如
意
輪
観
音
法
、
愛
染
法
下
、
随
求
法
等
に
引
載
し
た
る
も
の
あ
h
J
。
随
求
法
の
伎
に
は
「
勘
修
寺
法
務

視
聴
抄
云
、
天
養
元
年
十
三
月
七
日
、
窓
什
閑
梨
来
語
云
L
と
あ
り
。
勘
修
寺
法
務
は
、
寛
信
に
て
、
諸
師
製
作
目
録
に
、
「
寛

信
法
務
視
聴
抄
一
巻
」
と
見
え
た
る
も
の
な
の
J
O

こ
の
目
録
に
い
へ
る
は
、
別
の
も
の
か
、
明
か
な
ら
す
.

雑

抄

二

巻

今
俸
は
ら
ね
ば
、
如
何
な
る
も
の
か
詳
な
ら
子
。

口

遊

抄

巻

大
外
記
師
元
抄

今
惇
は
ら
ね
ば
い
か
な
る
も
の
か
詳
な
ら
や
J

。
或
は
源
魚
憲
の
撰
び
た
る
口
遣
を
抄
録
し
た
る
も
の
な
ら
ん
か
。

口
遊
は
、
天
文
、
地
理
以
下
事
物
の
名
稽
を
記
し
て
、
略
誌
を
附
し
た
る
も
の
な
り
。
続
群
書
類
従
に
収
め
た
る
も
の

に
て
二
審
あ
り
。
そ
の
篇
目
左
の
如
し
。

乾
象
円
六
随
時
節
門
丸
山
凶

年
代
門
三
闘

坤
儀
円
五
曲

諸
国
円
三
曲

回
合
門
九
幽

飲宮
食ー誠
p~ s p~ 
六十
尚三

幽

居
底
門
三
曲

内
典
円
四
十
一
曲

人
倫
門
十
七
曲

官
職
円
五
十
五
曲

陰
陽
円
四
十
三
悶

薬
方
円
九
凶

書
籍
門
二
十
四

曲

一
音
楽
円
十
六
曲

伎
塾
門
玄
白

禽
獣
門
九
曲

雑
事
門
十
一
助

口
遊
の
著
者
は
、
源
魚
憲
な
る
事
は
、

序
文
に
、
縞
以
、
左
親
街
相
会
第
一
小
郎
、
蜘
柏
戸
年
初
七
歳
天
性
聴
故
、
毎
至
耳
聴
目
説
、
英
不
習
性
銘
心
.
及
今
年
秋
、

以
門
下
書
生
魚
師
、
読
李
鴎
百
廿
詠
夫
、
皐
而
不
獄
、
門
人
皆
以
魚
、
能
祭
岐
疑
之
性
震
、
然
猶
語
習
之
鈴
、
或
有
遊

戯
、
々
々
之
裏
、
問
有
歌
謡
、
差
是
年
少
之
所
致
也
、
彼
韓
格
帯
万
之
歌
、
優
則
優
失
、
終
非
吏
幹
之
備
也
、
難
浪
内
竪
之

諦
、
抄
則
妙
失
、
堂
是
朝
庭
之
儀
哉
、
是
以
、
経
籍
之
文
、
故
老
之
説
、
可
用
朝
家
、
描
問
巷
之
類
、
勃
成
一
定
、
々
中
分

(
令
訟
U

問
、
々
中
載
曲
、
九
十
九
円
三
百
七
十
八
曲
、
名
目
口
遊
、
敢
上
賢
郎
、
其
詞
或
歌
欲
令
令
郎
睦
心
也
、
其
臨
或
直
欲
仇

郎
近
於
俗
也
、
願
魚
此
港
於
掌
底
之
玩
、
常
潟
其
丈
於
口
中
之
遊
、
惣
而
言
之
1

魚
小
郎
而
作
、
不
魚
他
人
而
作
之
也
、

恐
不
得
意
之
人
掩
口
虚
瑚
、
但
侍
有
志
於
小
郎
之
輩
補
閥
市
己
、
子
時
天
蔽
元
年
各
十
二
月
廿
七
日
僕
夫
源
魚
憲
序

と
あ

b
。
「
左
親
衛
相
公
」
は
、
参
議
左
遅
配
備
中
賂
に
て
、
こ
の
年
の
参
議
左
中
時
前
は
、
藤
原
潟
地
な
り
。
「
第
一
小
郎
齢
桃
山
悩
は
、

祭
華
物
語
に
よ
れ
ば
、
魚
売
の
一
子
誠
信
の
童
名
を
松
雄
君
と
い
ひ
、
誠
信
は
永
延
元
年
サ
五
歳
に
て
参
議
た
れ
ば
、
こ

ロ

遊

抄

五
六
五



ロ

遊

抄

五
六
六

の
年
七
蔵
主
い
へ
る
に
あ
へ

b
。
即
も
誠
信
の
た
め
に
著
は
し
た
る
も
の
に
で
、
習
請
の
便
を
は
か
ち
た
る
も
の
な
れ

免
震
の
口
遊
を
著
は
し
た
る
事
は
、
三
善
潟
康
の
掌
中

ば
、
こ
れ
を
幾
曲
と
い
ひ
、
口
遊
と
名
付
た
る
も
の
な
る
ぺ
し
。

歴
序
に
も
、
夫
源
氏
之
口
選
者
、
流
俗
之
諺
文
也
、
」
と
見
え
、
ま
た

外
記
師
元
が
口
遊
を
抄
録
じ
た
る
も
の
な
る
事
は
、
疑
な
か
る
ぺ
し
。

擢
記
に
、
寛
弘
入
年
十
一
月
廿
日
己
丑
、
良

口

経
来
請
和
名
類
来
抄
四
帖
、
口
遊
一
巻
、
故

乗
明
皇
子
書
一
巻
皆
寓
之
、

遊

と
あ
り
。
寛
弘
入
年
は
、
著
者
魚
憲
の
浪
し
た

C談所院生交〉

る
年
(
四
三
四
頁
)
な
り
。
ま
た

江
談
抄
に
は
口
遊
亦
有
二
夫
、
一
者
以
朔

望
弦
時
魚
廿
四
気
二
者
、
晋
七
賢
加
山
筒

是
也
、

と
評
せ
り
。

二
十
四
気
は
陰
陽
門
の
中
に
、
一
品
目

師
元
は
、
師
遠
の
子
に
て
、
師
備
の
究
な
り
。
烏
溺
天
皇
よ
り
高
倉
天
皇
に
至
る
七
朝
に
歴
仕
し
、
安
元
元
年
、
六
十
七

歳
に
で
卒
し
た
る
事
、
地
下
家
俸
に
見
え
た
り
.

口
遊
の
古
寓
本
は
、
賀
生
院
所
誠
一
審
あ
り
。
奥
書
に
、
「
一
寸
時
弘
長
三
年
二
月
五
日
、
於
山
田
亭
、
愚
息
行
文
害
寓
之
、

少
々
加
愚
筆
畢
、
」
と
見
え
た
れ
ど
、
行
文
の
事
歴
明
な
ら
子
。
寛
政
四
年
大
館
高
門
'
』
れ
を
摸
刻
し
、
明
治
三
十
八
年
、
園

買
に
指
定
せ
ら
れ
、
大
正
十
三
年
古
典
保
存
曾
に
て
寝
具
版
に
複
製
し
た
り
。
ま
た
績
群
書
類
従
に
も
股
め
た

h
。
こ
の

査
官
に
就
い
て
は
、
岡
田
希
雄
氏
が
、
曲
教
に
よ
り
て
考
究
し
た
る
口
避
は
略
本
か
(
国
語
圏
丈
六
港
九
競
)
に
見
え
た
り
。

口
遊
の
如
〈
、
部
門
を
た
て
、
、
事
物
を
略
記
し
た
る
も
の
な
り
。
今
は
俸
本
な
〈
、
た
て
こ
の
書
と
、
掌
中
歴
と
を
併

せ
て
、
編
修
し
た
る
こ
中
歴
十
三
巻
ゐ

h
。
之
に
よ
り
て
、
そ
の
さ
ま
を
伺
ふ
を
得
ぺ
し
、
二
中
歴
の
篇
目
左
の
如
し
。

女
院
概
闘
争
卿
榔
一
円
以
時
侍
中

廷

尉

循

吏

酷

英

語

司

隣
地
見
抄

今
俸
は
ら
ざ
れ
ば
、
詳
な
ら
や
J

。

懐

中

屋

十

巻

三
善
震
康
抄

第

神
代
歴

九
代
后
宮
女
御

第

儒
職
一
堂

官
局

都
督

隠

見

抄

懐

中

路

祭
主

五
六
七



陵

中

堅

五
六
九

懐

中

歴

五
六
人

第

偽
翠

大
偽

J丘二
Z旦

{晦

1主教
場法
図修

蔵主法偽
時 y 三具
合

法
用

組
師

第
四

借
職

座
主

信
敷

第
五

乾
象

方
隅

八
卦

島
屋

年
歯

行
年

閏
月

日
計

第
六

坤
儀
穏
樹

闘
路

諸
国

請
印

第
七

官
職

叙
位

除
目

年
官

公
文

計

第
八

礎
儀

勅
使

供
膳

産
所

買
貨

主
同
産

知j
法

壁
誠

第
九

聾
方

呪
術

位
異
太
一
定
分

種
族

姓
戸

名
字

第
十

ぷ

兆

宮
誠

隣
間

名
家

~ζ 
凸

任

諸
国

第
十
一

経
史

和
書

第
十

詩
人

登
省

手口
歌

詩
章

切
韻

書
詩

香
住

詳
言

第
十
三

薮4
U 考

古包

I草
装

名
人

名
物

十
列

各
篇
目
の
下
に
、
歴
の
宇
を
附
し
た

b
。
懐
中
歴
十
巻
、
掌
中
歴
四
容
な
れ
ば
、
懐
中
歴
を
主
と
し
て
、
掌
中
歴
を
参
取
し

た
る
も
の
な
る
ぺ
り
れ

E
、
簾
中
抄
、
及
び
そ
の
他
の
香
を
も
参
考
し
た
右
と
こ
ろ
あ
る
が
如
し
。
印
も
第
二
女
院
歴
の

下
に
「
ニ
中
不
載
比
歴
、
以
簾
中
抄
加
之
、
」
と
記
し
、
第
四
座
主
歴
の
下
に
、
「
御
室
追
加
」
と
ゐ
り
。
第
十
名
家
屋
の
中
に

は
、
「
抄
一
宮
、
l

「
或
抄
一

z
h
一
本
一
広
L
「
簾
中
云

L
4
E
注
記
し
た
り
。
ま
た
「
懐
中
」
「
掌
中
」
と
註
し
、
怯
中
の
偏
を
採
b
て、

「
心
歴
」
と
も
、
「
心
」
と
も
註
し
た
る
と
こ
ろ
、
掌
中
の
掌
の
下
を
と
っ
て
、
「
手
」
と
記
し
た
る
と
こ
ろ
あ

h
。
特
に
、
掌

中
歴
の
み
に
閲
す
る
も
の
は
、
第
四
座
主
歴
の
中
、
根
最
院
捻
技
の
下
に
、
「
心
不
載
之
」
と
記
し
、
懐
中
歴
の
み
に
閲
す
る

ら
の
は
、
第
十
京
兆
歴
の
中
、
宮
城
指
固
の
末
に
、
「
己
上
懐
中
京
兆
歴
、
或
本
一
品
書
如
本
誌
之
」
と
記
し
て
、
衣
に
「
官
歴
自

始
至
此
、
先
寓
手
歴
n
T
、
以
寓
加
心
歴
一
長
書
」
と
あ
り
。
第
十
ニ
詩
章
歴
の
下
に
「
心
作
詩
式
歴
、
今
諜
手
、
」
と
記
し
、
誇
-
一
一
日

歴
熊
野
詣
忌
語
に
、
「
手
出
七
十
二
言
、
心
出
五
十
三
言
、
」
と
記
せ

b
。
第
十
三
義
能
歴
に
は
、
「
心
無
之
」
と
見
え
、
名
物

歴
の
中
に
は
、
「
或
心
歴
一
義
香
慮
々
虫
損
不
全
、
隠
見
寓
之
、
」

ι附
記
し
た
る
に
よ
れ
ば
、
主
と
し
て
、
掌
中
匿
に
よ

b
た

る
も
の
、
如
し
。
こ
の
外
第
一
后
宮
歴
、
女
院
歴
の
中
務
官
、
公
卿
歴
の
中
爪
牙
臣
、
第
五
乾
象
歴
、
第
入
儀
式
歴
の
中
大

嘗
命
日
、
鹿
朝
、
入
持
、
第
十
二
書
詩
歴
の
中
程
隼
等
に
も
、
異
同
を
註
し
た
り
。
懐
中
歴
の
な

b
し
は
、
第
五
行
年
歴
、
日
計

歴
第
十
蛍
任
歴
に
よ
れ
ば
、
大
治
中
の
も
の
な
る
が
如
し
。
掌
中
歴
は
、
保
安
、
天
治
頃
の
製
作
な
れ
ば
、
凶
器
一

m喰
懐
中

掌
中
歴
の
著
者
の
三
善
魚
康
な
る
事
は
、
同
書
の
序

歴
の
掌
中
歴
よ
り
後
出
の
も
の
な
る
事
は
推
知
す
る
を
得
ぺ
し
。

文
に
も
見
え
た
る
を
、
数
年
の
後
に
な

b
し
懐
中
歴
を
も
同
一
の
著
者
と
す
る
は
疑
ふ
ぺ
し
。
き
れ
ば
、
懐
中
歴
は
、
掌
中

涯
の
増
訂
な
る
が
如
ぐ
、
推
測
す
る
を
得
ぺ
し
と
雄

E
も
、
二
書
の
甚
し
〈
異
な
る
貼
あ
る
に
よ
れ
ば
、
別
人
の
著
な
る

事
明
な
り
。
或
は
懐
中
歴
は
、
魚
康
以
前
の
著
に
て
、
魚
康
更
に
増
訂
し
て
、
懐
中
歴
抄
と
名
つ
け
た
る
も
の
な
ら
ん
か
。

二
中
歴
は
、
い
か
な
る
人
の
編
輯
し
た
る
も
の
か
詳
な
ら
中
。
儀
式
歴
の
大
嘗
曾
は
、
仁
安
を
最
後
と
し
、
后
宮
歴
は
二

保
后
を
終
と
し
た
る
に
よ
れ
ば
、
六
候
天
皇
の
頃
の
も
の
な
る
べ
し
。
さ
れ

E
、
平
安
朝
末
期
の
簾
中
抄
を
以
て
追
加
し
ー



侍

開

放

資

函

中

抄

五
七

O

ま
た
公
卿
歴
の
内
容
に
よ
れ
ば
、
鎌
倉
時
代
中
期
頃
と
す
ぺ
き
劫
あ

b
。
人
代
睦
に
、
花
園
天
皇
を
新
院
と
し
、
後
醍
醐
、

党
巌
、
元
明
、
崇
党
、
後
地
殿
、
後
固
融
、
後
小
松
、
橋
治
、
後
花
園
の
九
代
を
今
上
と
し
、
后
宮
歴
の
中
、
女
御
に
も
、
「
新
院
目

花
園
今
上
後
一
段
四
月
」
と
し
、
女
院
歴
に
、
後
小
松
、
後
花
園
雨
代
を
今
上
、
或
は
嘗
今
と
記
し
、
年
代
歴
に
も
後
党
殿
、
後
小
松
、

後
花
園
の
三
代
に
、
今
上
、
官
今
と
註
し
、
侍
中
歴
に
、
後
凶
融
天
皇
を
嘗
今
と
記
し
、
後
小
松
天
皇
を
今
上
と
し
た
る
に

よ
れ
ば
、
鎌
倉
時
代
中
期
の
頃
、
及
び
後
醍
醐
天
皇
よ
・
9
後
花
園
天
皇
の
御
代
ま
で
、
漸
弐
追
記
し
た
る
も
の
、
如
し
。

二
中
歴
の
古
寓
本
は
、
前
田
侯
爵
家
の
所
蔵
に
て
、
外
に
七
冊
あ
り
。
弘
治
三
年
、
桂
信
正
賞
践
の
寄
寓
し
た
る
奥
書

あ
り
。
改
定
史
籍
集
覧
に
牧
め
た

b
。

倖

間

故

賃

巻

有
職
故
賃
を
記
し
た
る
も
の
な
る
ぺ
付
れ

E
も
、
今
俸
は
ら
ね
ば
詳
な
ら
や
.

函

中

核

二

帖

大
外
記
師
安
抄

-
こ
の
書
も
今
俸
は
ら
ね
ば
詳
な
ら
や
。
但
し
掌
中
歴
の
歳
時
歴
大
蔵
の
下
に
、
「
函
中
四
時
」
と
見
え
、
律
の
下
に
、
「
函
中

異
説
云
、
見
周
謹
云
々
、
」
年
歯
の
下
に
、
「
函
中
云
、
志
皐
叶
晴
一
団
(
中
略
)
巳
上
見
論
語
、
」
「
函
中
、
人
生
十
年
日
幼
、
皐
、
桝

巳
上
見
檀
記
、
」
と
見
え
た
る
は
、
こ
の
書
の
事
に
て
、
掌
中
歴
に
類
し
た
る
も
の
な
ら
ん
か
。

著
者
大
外
記
師
安
は
、
師
遠
の
子
に
て
、
堀
河
、
烏
沼
、
崇
徳
の
三
朝
に
仕
へ
た
る
事
、
地
下
家
停
に
見
え
た
ふ
り
。

掌

中

医

巻

四

懐
中
歴
と
同
じ
(
、
天
文
、
地
理
、
歳
時
等
に
つ
い
て
、
事
物
の
名
稿
略
設
を
記
し
た
る
も
の
な
り
。
各
首
に
「
廟
段
監

朝
請
犬
夫
雫
博
士
三
善
潟
康
」
と
あ

b
て

序
文
に
、
夫
源
氏
之
口
選
者
、
流
俗
之
諺
文
也
、
天
下
之
要
得
十
之
四
五
、
然
猶
有
股
有
遣
、
不
足
愚
之
用
、
可
筆
可
削
、

不
叶
愚
之
心
、
是
以
温
故
知
新
以
備
忘
品
川
事
、
拾
華
取
賞
以
近
俗
潟
宗
、
不
敢
思
外
見
、
故
日
掌
中
歴
云
爾
、

?
と
記
し
た
り
。
そ
の
篇
目
左
の
如
し
。

乾
象
匿

三五
光星

女
八
宿

大
昨
日
雨
額

方
隅
歴

i¥. 

卦

九
宮

主
相
方

大
時
府
中
平
方

土
公
所
在
並
行
方

天
一
一
柳
方
祭
夜
組
拝
領

大
白
制
方
怨
訟
奔
阿
酬

点
有
総
家
内
在
方

層
星
歴

蛍
年
Hι

本
命
星

命
木
付
命
穀

五
木

歳
時
歴

大

歳

歳

次

時

節

日

由

緒

年

歯

律

サ
四
気

月
之
倭
名

節
気

年
代
歴

日
計

閏
月

国
堺
歴

四
堺

閥

橋

諸
国

京
地
歴

宮
城
指
岡

修
里
町
門

門
務
超
事

L
O同
J

争
A

り
日

l

保
路
丈
数

京
中
指
図

掌

中

歴

五
七
-



掌

中

堅

五
七

官
披
歴

駁

合

堂

院

主定

長子

Fヲ

家

{
白
唐
名
位
階

女

官

叙

任

今
の
本
は
、
宮
披
歴
の
末
、
家
以
下
訣
逸
し
た

h
o
こ
の
書
と
、
懐
中
歴
と
を
併
せ
て
、
何
人
か
ニ
中
歴
を
編
修
し
た
り
し

官
名
歴

官
職
次
第

官
位
相
賞

用
行
守
字

が
、
そ
の
中
、
島
々
に
、
「
掌
中
、
」
「
掌
、
」
或
は
そ
の
偏
「
手
」
を
以
て
、
一
共
同
を
詰
し
た
る
も
の
あ
ち
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
こ

の
外
の
篇
目
頗
る
多
か

b
し
も
の
な
ら
ん
。

二
中
歴
の
中
に
見
え
た
る
も
の
は
左
の
如
し
。

会
卿
歴l¥三五

71<土

氏爪
長牙
者巨
公
文
歴
帥四粗

語f1t師
公公隠

文文Y:#tii
f害石膏
住民 ~~ 

'1ミ司，

一
論
宗

八

白

部

品
弘
文

日
計
歴
帥
糊
儲
醐
不

教
法
歴

座
主
歴
東
寺
長
者

器坤
歴儀
馬惑歴
腹歩三三
痛怒矢川
時時
認E泊四三
涜山

四三
水江

四三
経京

五五
京岳

五五
山湖

儀
式
歴
賀
茂
加
栄

姓
戸
銭
高
一
位

名
宇
歴

名
家
歴

和
書
歴

詩
人
歴
本
朝
麗
藻

倭
語
歴

詩

章

歴

害
援
歴

詳
言
歴
然
野
詩
一
己
主
同

謹
能
歴

こ
の
外
、
伊
呂
波
宇
類
抄
に
引
き
た
る
も
の
に
、
偽
名
の
事
を
記
し
た
る
も
の
あ

h
。
蓋
し
教
法
歴
な
E
の
中
な
る
ぺ
し
。

河
海
抄
に
引
き
た
る
五
某
、
謬
、
亥
子
餅
、
七
種
一
粉
、
銭
。
歯
周
六
本
、
器
及
び
江
弐
第
元
日
宴
舎
の
伎
の
中
塁
物
の
下
に

引
き
た
る
も
の
は
、
供
膳
歴
の
中
に
し
て
、
河
海
抄
時
併
設
に
引
き
た
る
高
名
能
書
は
、
基
能
歴
の
中
に
あ
り
し
も
の
な
る

ぺ
し
。
此
の
如
(
、
今
の
本
以
外
に
、
多
数
の
篇
目
あ

b
し
を
以
て
考
ふ
る
に
、
今
の
本
は
、
全
部
四
容
の
中
、
僅
に
第
一

の
残
闘
に
し
て
、
是
等
は
第
一
の
中
快
り
た
る
部
門
?
と
、
他
の
三
巻
に
あ

b
し
も
の
な
る
事
を
推
測
す
る
を
得
ぺ
し
。

こ
の
書
は
、
「
三
善
魚
康
抄
」
な
る
よ
し
、
巻
頭
に
見
え
た
れ
ど
、
序
文
に
、
年
月
を
載
せ
ぎ
れ
ば
、
成
立
の
年
明
な
ら
や
。

但
し
乾
象
歴
の
中
に
、
「
保
安
四
年
葵
卯
」
と
あ
hJ
、
年
代
歴
は
、
臆
保
ま
で
を
記
し
、
日
計
歴
は
、
一
年
の
日
数
、
及
び
月
の

大
小
を
天
治
元
年
ま
で
記
し
て
、
久
喜
元
年
ま
で
は
、
唯
年
の
み
を
翠
げ
、
閏
月
は
、
「
保
安
二
五
」
を
終
と
せ
り
。
こ
れ
に

よ
れ
ば
、
保
安
四
年
、
若
〈
は
天
治
元
年
頃
の
も
の
な
る
が
如
し
。

こ
の
香
の
古
寓
本
は
、
江
藤
雅
澄
の
所
臓
あ
り
。
結
群
書
類
従
に
攻
め
た
り
。

法

鏡

八

巻

表
質
抄

今
俸
は
ら
ね
ば
、
明
か
な
ら
ね
ど
、
偽
教
に
闘
す
る
事
E
も
を
書
き
た
る
も
の
な
る
ぺ
し
。

著
者
泰
畳
は
、
い
か
な
る
人
に
か
詳
な
ら
十
。
高
階
氏
系
固
に
、
伊
部
守
泰
仲
の
孫
に
て
、
泰
寺
の
子
に
泰
史
あ
り
、
「
法

印

T一
入
」
と
註
し
、
和
歌
作
者
部
類
に
は
、
「
泰
畳
縦
割
古
橋
千
載
梓
ト
椅
」
と
見
え
た
る
も
の
な
る
べ
し
。

日

本

図

秘

抄

巻

内
閣
一
本
、
東
京
帝
図
大
泉
本
二
巻
と
し
た

p

・

今
俸
は
ら
ね
ば
、
詳
な
ら
十
。

江
主さ明
日必

二
巻

'
上
に
江
談
あ
れ
ば
、
重
出
な
る
ぺ
し
1

但
し
上
に
は
六
巻
と
し
、
こ
h

に
は
三
巻
と
し
た
れ
ば
、
或
は
抄
略
し
た
る
も
の

法

鏡

日

本

国

秘

抄

江

ロFに
応ぺ

五
七
三



楚

忽

抄

言

談

抄

五
七
阿

な
-
ら
ん
か
。

楚

忽

抄

二

巻

法
性
寺
太
閤
抄

今
俸
は
ら
ね
ば
、
い
か
な
る
も
の
と
も
知
b
難
し
。

法
性
寺
太
閤
は
、
太
政
大
臣
忠
遇
な
り
。

忠
一
過
の
事
は
、
続
本
朝

秀
句
の
僚
(
四

O
O
頁
)
に
載
せ
た
り
。

言

談

抄

巻群
書
類
従
本
、
内
閣
一
本
、
関
委
寮
本
、
前
回
一
本
等
、
官
談
と
し
た
り
。

い
か
な
る
も
の
か
詳
な
ら
子
。

但
し
柳
原
伯
爵
奮
臓
に
、
冨
家
言
談
あ
り
。

各
首
繰
り
て
、
久
安
七
年
正
月
、
久
喜

年
正
月
、
保
元
三
年
等
、
毎
保
に
「
仰
云
し
と
記
し
、
公
事
業
他
の
事
E
も
を
録
し
た
る
も
の
あ
り
。

績
群
書
類
従
に
股
め

た
る
富
家
語
談
と
同
書
に
し
て
、
速
水
常
成
本
冨
家
語
談
の
奥
書
に
も
、
富
家
一
言
談
と
ゐ
h
b
こ

の
言
談
も
、
蓋
し
冨
家

言
談
と
同
じ
き
も
の
な
ら
ん
か
。
冨
家
は
知
足
院
関
白
忠
貨
に
し
て
、
そ
の
談
話
を
何
人
か
筆
記
し
た
る
も
の
な

b
。そ

の
さ
ま
、
中
外
抄
口
出
問
、
と
同
じ
〈
、
中
原
師
元
な
E
の
記
し
た
る
も
の
な
る
ぺ
し
。

但
し
冨
家
語
談
に
は
、
江
次
第
の

事
、
火
色
の
下
襲
の
事
の
類
に
、
重
複
し
た
る
と
こ
ろ
あ
れ
ば
、
錯
簡
ゐ

b
し
も
の
か
。

本

朝

要

抄

今
俸
は
ら
ね
ば
、
詳
な
ら
4
7

・

善

家

秘

記

巻

こ
の
書
今
俸
は
ら
子
。
扶
桑
略
記
寛
平
八
年
の
僚
に
、
「
.
善
家
秘
話
云
、
余
寛
平
五
年
、
出
魚
備
中
介
、
」
左
記
し
て
、
備

中
人
質
陽
良
藤
の
家
に
霊
狐
の
妖
あ
り
し
事
を
記
し
た
る
も
の
あ
り
。
善
家
は
、
三
善
清
行
に
し
て
、
公
卿
補
任
に
、
「
寛

卒
五
年
正
月
十
一
日
備
中
介
受
領
、
」
と
あ
る
に
あ
へ

b
。
以
て
清
行
の
著
た
る
事
を
詮
す
ぺ
し
。
ま
た
政
事
要
略
巻
七

十
に
、
「
虚
現
見
鬼
有
徴
験
記
善
家
異
記
」
と
し
て
、
引
き
た
る
も
の
あ
り
。
文
中
、
「
其
後
数
日
先
考
途
卒
、
寛
平
五
年
余
出

魚
備
中
介
、
」
と
あ
れ
ば
、
善
家
具
記
も
、
こ
の
書
と
同
じ
〈
そ
の
一
名
な
る
ぺ
し
。
同
害
容
九
十
五
に
、
「
弓
削
円
五
雄
式
貼

有
徴
験
事
、
善
家
具
詑
」
と
見
え
、
ま
た
「
服
薬
駐
老
駿
記
養
家
具
詑
」
と
し
て
、
日
記
事
者
の
事
を
記
し
た
る
も
の
あ

b
。
異
設
は

異
記
の
誤
寝
に
し
て
、
同
書
な
ら
ん
。
著
者
清
行
の
事
は
、
十
三
ケ
候
意
見
の
俊
(
一
二
五
頁
)
に
記
せ

b
。

思

管

抄

六

巻群
書
類
従
本
、
及
び
二
=
否
認
本
に
は
三
巻
と
し
た

D

・

本

朝

要

抄

善
家
秘
記

豆
七
五

思

管

抄



品
問
管
抄

五
七
六

上
古
よ
り
鎌
倉
時
代
ま
で
の
歴
鬼
を
書
き
て
、
忌
惜
な
〈
論
評
し
た
る
も
の
な
h
。
愚
管
と
は
、
患
者
の
管
見
に
入
h

た
る
も
の
を
筆
録
し
た
る
よ
し
な
り
。
倉
敷
は
、
三
巻
左
記
し
た
る
も
の
と
、
六
巻
と
い
へ
る
も
の
と
あ
b
。
今
俸
は

b

た
る
も
の
に
は
、
三
巻
と
し
た
る
も
の
と
、
七
巻
と
し
た
る
も
の
と
あ
り
。
七
巻
の
も
の
は
、
本
篇
六
巻
、
附
録
一
巻
な
b
。

原
本
は
幾
各
あ

h
し
に
か
、
後
人
の
合
冊
し
た
る
も
の
か
、
亦
本
せ
し
も
の
か
、
い
づ
れ
と
も
定
め
難
し
。
今
の
本
も
、
附

銑
一
容
を
添
ふ
る
時
は
、
七
巻
と
な
り
て
、
六
巻
と
い
へ
る
に
も
合
は
や
。
そ
れ
に
就
い
て
は
、
伴
信
友
の

比
古
婆
衣
龍
愚
管
抄
僚
に
、
書
籍
目
録
に
、
六
巻
と
あ
る
は
、
附
録
な
き
本
に
よ
り
て
翠
げ
た
る
な
り
、
今
も
附
録
な

き
本
も
あ
り
、
但
し
其
は
も
と
は
あ

b
U
る
を
寓
し
残
せ
る
に
か
、
又
閥
た
る
に
で
も
あ
る
ぺ
し
、
い
つ
れ
に
も
、
本

篇
二
の
巻
、
皇
帝
年
代
記
順
徳
の
末
に
、
承
久
二
年
十
月
の
頃
記
之
了
、
後
見
人
此
趣
に
て
可
書
縫
也
、
最
略
尤
大
切

欺
、
於
別
記
者
不
能
外
見
と
云
ひ
、
叉
本
編
中
附
録
に
見
え
た
り
、
別
記
と
い
へ
る
も
、
同
書
の
事
と
き
こ
え
た

b
、

於
別
記
者
不
能
外
見
と
い
へ
れ
ば
、
も
と
よ
り
附
録
切
問
の
具
せ
ぎ
る
本
も
あ
る
ぺ
き
な

b
、
今
は
附
録
を
具
し
て
、

七
容
と
見
る
ぺ
き
な
り
、

と
い
へ
り
。

さ
れ
E
、
こ
の
目
録
に
の
せ
た
る
も
の
に
は
、
附
録
を
具
し
て
六
巻
と
し
た
る
も
の
な
ら
ん
。
さ
る
は
、
皇

帝
年
代
記
は
、
今
の
本
に
は
、
倉
一
、
各
二
の
二
巻
と
し
た
れ
E
、
も
と
は
一
審
の
も
の
な
b
し
事
、
各
二
の
末
に
、
「
比
一

帖
ノ
具
ヲ
バ
、
今
回
五
代
モ
書
バ
カ

y
ト
ァ
、
料
紙
ヲ
置
ア
カ
グ
書
Y
云
々
・
」
と
あ

b
て
、
皇
帝
年
代
記
を
一
帖
と
し
た

る
に
て
詮
す
ぺ
し
。

き
れ
ば
、
本
編
五
巻
附
録
一
巻
に
て
、
六
巻
な
る
を
正
し
と
す
べ
き
な
b
c但
し
も
と
は
、
こ
の
外
に

も
、
別
記
一
審
あ
り
し
も
の
也
知
し
。
そ
は
、
皇
年
代
記
の
臭
書
に
「
於
別
記
者
、
不
能
外
見
」
と
あ
る
も
の
に
で
、
著
者
が

殊
に
秘
し
て
、
外
見
を
禁
じ
た
り
し
か
ば
、
い
つ
し
か
亡
供
し
て
、
俸
は
ら
ぎ
ち
し
な
る
ぺ
し
。

門
葉
記
抄
定
一
に
引
き

た
る
愚
管
抄
第
七
勘
皐
講
の
事
は
、
今
の
本
に
な
り
れ
ば
、
蓋
し
別
記
と
稽
す
る
も
の

L

一
部
好
な
ら
ん
。
今
の
本
の
目

衣
は
1

第

紳皇
武帝
天年
皇代
よ 言己
P 河朱皇
、天雀.帝
=皇太主区

藤三号代
天玄E記
皇ス二天紳

主扱援
士 豆皇
. るよ

、り

醍
醐

漠
家
年
代

第第
三

第
四

一
保
天
皇
よ
り
、
後
白
河
天
皇
に
至
る
‘

第
五
二
保
天
皇
よ

p.
後
鳥
羽
天
皇
に
至
る
‘

ー第第
七.六

後
鳥
羽
天
皇
よ
P
、
順
徳
天
皇
に
至
る
、

六
園
奥
律
令
格
式
等
の
事
よ

p
、
世
の
費
還
に
就
い
て
、
何
く
れ
の
事
を
記
し
た

p.

F
'

こ
の
書
の
な
り
し
年
代
段
、
第
二
皇
帝
年
代
記
に
、
「
承
久
二
年
十
月
の
頃
記
之
了
、
後
見
之
人
、
北
越
に
て
可
書
也
、
」
と

記
し
て
、
衣
に
「
今
上
詳
懐
成
云
々
、
同
今
上
茂
仁
云
々
、
」
と
あ
り
て
、
貞
臆
三
年
六
月
、
義
時
死
し
、
泰
時
、
時
房
の
関
東

に
下
向
し
た
る
事
あ
る
に
よ
り
て
、
比
古
婆
衣
に
は
、
承
久
二
年
起
稿
し
、
貞
臆
三
年
に
至
b
て
、
脱
稿
し
た
る
も
の
な
る

よ
し
い
へ
り
。

さ
れ
E
、
第
一
漢
家
年
代
記
の
絡
に
も
、
「
承
久
二
年
註
之
、
」
第
六
に
、
一
順
徳
天
皇
を
蛍
今
と
記
し
、
承
久

且
出
管
抄

豆
七
七



恐

管

抄

五
七
八

三
年
四
月
、
闘
白
を
罷
め
た
る
近
衛
家
賃
を
、
「
蛍
時
の
殴
」
と
い
ひ
、
同
三
年
間
十
月
に
、
右
大
臣
に
還
任
し
た
る
会
繕

を
、
「
今
の
前
右
府
」
と
記
し
た
り
。
第
七
に
も
、
承
久
三
年
四
月
、
揺
政
と
な
り
し
九
俊
道
家
を
、
「
い
ま
の
左
大
臣
の
子
を

武
士
の
額
経
犬
賂
草
に
、
」
と
記
し
た
る
に
よ
れ
ば
、
承
久
二
年
に
て
澗
筆
し
、
後
真
に
貞
謄
三
年
ま
で
書
き
躍
ぎ
し
た
る

も
の
な
る
事
は
明
な
り
。

こ
の
書
を
慈
国
の
著
と
す
る
に
就
い
て
は
、
山
岡
俊
明
、
黒
川
春
村
む
如
〈
、
こ
れ
を
否
定
し
た
る
も
の
あ
b
。
そ
の

理
由
は
、
本
書
の
中
に
、
慈
回
の
事
慮
々
に
散
見
し
た
る
が
、
概
ね
他
人
の
如
き
筆
づ
か
ひ
な
れ
ば
、
慈
困
の
言
に
非
十
と

せ
り
。
こ
れ
に
抑
制
し
て
、
比
古
婆
衣
に
は
、
慈
固
は
自
己
の
事
を
ば
、
わ
ざ
と
他
人
に
托
し
て
記
し
た
る
も
の
な
れ
ど
、
そ

の
中
に
は
、
畳
え
止
γ
自
己
の
言
と
き
こ
ゆ
る
事
も
交
り
た
り
と
排
じ
た
り
。
こ
の
害
に
は
、
殊
真
に
道
理
の
二
宇
を
記
し

た
る
と
こ
ろ
頗
る
多
〈
、
こ
れ
に
よ
り
て
、
理
非
を
論
排
し
た
り
。

き
れ
ば
後
崇
光
院
の

椿
葉
記
に
、
慈
鎮
和
備
の
か
き
お
か
れ
た
る
も
の
に
も
、
よ
み
づ
の
事
は
、
道
理
と
い
ふ
二
の
も
ん
宇
に
お
さ
ま
る

よ
し
見
え
侍
れ
ば
、

主
記
さ
れ
、
一
候
乗
具
の
樵
談
治
要
に
も
、
「
慈
鎮
和
信
と
申
人
の
高
の
事
は
、
道
理
と
い
ふ
こ
の
文
字
に
こ
も
り
で
侍
る

E
申
給
べ
る
に
と
記
せ
り
。
蓋
し
港
七
に
、
「
一
切
の
法
は
、
た
て
道
理
主
云
二
文
字
が
も
つ
な
り
、
そ
の
外
に
は
、
な
に
も

な
き
な
り
、
」
と
あ
る
を
い
へ
る
な
る
ぺ
し
。
な
ほ

青
蓮
院
所
蘇
慈
国
自
筆
の
泊
息
に
、
「
愚
管
抄
所
給
候
、
一
見
事
也
、
位
候
ら
ん
、
法
師
位
に
可
下
預
候
症
、
毎
事
此
苦

痛
に
興
醒
侯
了
、
」

と
あ
る
に
よ

h
て
、
そ
の
著
な
る
を
詮
す
ぺ
し
。

著
者
慈
固
は
、
法
性
寺
関
白
忠
遁
の
子
な
り
。
犬
信
正
に
任
性
ら
れ
、
四
た
び
天
台
座
主
と
な
り
、
嘉
政
元
年
、
年
七
十

一
に
て
示
寂
し
、
嘉
踊
三
年
、
慈
銭
と
話
せ
ら
れ
た
り
。

こ
の
書
は
、
史
籍
集
覧
、
及
び
園
奥
大
系
に
股
め
て
、
六
巻
と
し
、
附
録
一
容
ゐ

b
。
こ
の
苔
に
就
て
は
、
荻
野
懐
之
氏

の
考
読
を
園
皐
院
雑
誌
に
掲
げ
、
三
浦
周
行
博
士
の
惑
管
抄
の
研
究
を
史
林
容
六
を
の
せ
た
り
。
こ
の
香
の
註
科
書
は
、

左
の
如
し
。

思

管

抄

許

緯

中

島

怯

'弐

思
管
一
抄

五
七
九


